
水資源
背景
水はキリングループにとって基本的な原料であるだけではなく、製造設備の洗浄な
どにも欠かせません。水ストレスの小さい日本と過去に何度も大きな渇水を経験し
ているオーストラリアに大きな事業を持っているキリングループは、早くから水リス
ク・水ストレスが国や地域によって異なることを理解してきました。2014年以降、
科学的なツールを使って水リスク・水ストレスを定期的・定量的に把握し、各事業所
の水ストレスに応じた効率的な水利用を行っています。
原料農産物の生産地で水リスクについてもTCFD提言に基づくシナリオ分析で調
査・把握し、実施可能な地域で試行的な対策も進めています。今後は、単に節水だ
けではなく流域全体の自然資本に及ぼす影響について把握するとともに、影響を
低減できる目標設定に向けてステークホルダーとともに取り組む計画です。

キリンビールの工場に、活性汚泥法による排水処理設備を本格導入開始

業界に先駆けてキリンビール横浜工場で水源の森活動を開始

シナリオ分析の一環として、より精緻な事業所の水リスク評価を実施。ライオンがオーストラリアおよび
ニュージーランドの事業所、および主要原料農産物のウォーターフットプリントを計測

自然災害モデル洪水シミュレーション結果を元にした保険
リスクサーベイ（対象は事業展開国の主要工場）を開始

����

業界トップの節水を実現したキリンビール神戸工場稼働開始����

����

ライオンのCastlemaine Perkins Breweryに水リサイクルプラントを設置����

9カ国44事業所の水リスク評価、および主要原料農産物生産地の水リスク評価を実施

����

����

スリランカの紅茶農園の水源地保全活動を開始����

シナリオ分析の一環として、主要原料農産物生産地のより精緻な水リスク評価を実施����

����

Science Based Targets Network が主催するコーポレートエンゲージメントプログラムに参加。ドラ
フト版のメソドロジーに基づき、日本の２０事業所を対象に自然災害モデル洪水シミュレーションを試行

����

����事業拠点の流域特性に応じた
水の課題を解決します

原料として使用する水を
持続可能な状態にします

一緒につくりたい2050年の社会

持続可能な水資源を利用している社会

上流

工場

原料

製品

下流

P.45

P.46
P.46

P.46

水源の森活動
地下水涵養

製造

P.47
P.47

排水とバイオガス活用
流域・海岸清掃活動

紅茶農園内の水源地保全活動

※ ライオンのオセアニア地域が対象です

キリングループのバリューチェーン上流の自然資本（GHG、水使用量、土地使用量）およびグローバル主
要事業所の水リスクの把握を実施（開示は2015年）
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●スリランカの紅茶農園内で累計22か所（2023年末）の水源地を
保全し、水源地の近隣の住民（約15,000人）対象に水の重要性や
保全と流域保護に関するパンフレットを配布し意識向上に貢献

●Science Based Targets Networkが主催するコーポレートエ
ンゲージメントプログラムに参加し、水資源に関する目標を設定
するための科学的なアプローチの開発とルール作りに参画
（2021年～）

●水ストレスの非常に高いアメリカのコロラド州にあるニュー・ベ
ルジャンにおいて、TNFDからの依頼でシナリオ分析ワーク
ショップを実施（2023年：実施内容は、TNFDフレームワークβ版
v0.4に掲載）

●水源の森活動による生物多様性の保全や、地下水涵養などの取り
組みを継続

目標と達成状況 主な活動

※1 対象事業所は以下の通りです。　Tooheys Brewery,Castlemaine Perkins Brewery, James Boag Brewery, Pride
※2 対象事業所は以下の通りです。　Tooheys Brewery,Castlemaine Perkins Brewery, James Boag Brewery

水ストレスの高い製造拠点における用水使用量原単位（ライオン）

2025年 2.4kl/kl未満（CSVコミットメント）※1

2025年 2.4kl/kl以下（非財務目標）※2

2024年 3.0kl/kl以下（非財務目標）※2

目標

ライオン用水原単位

目標：�.�kl/kl以下
実績：�.�kl/kl

実績

※3 オセアニア地域のみ。米国地域は除く。

キリンビール

����年
��,���千m�

����年
��,���千m�

用水使用量

-��%

キリンビバレッジ

����年
���千m�

����年
���千m�

用水使用量

-��%

メルシャン

����年
�,���千m�

����年
�,���千m�

用水使用量

-��%
����年
�,���千m�

����年
�,���千m�

用水使用量

ライオン※３

-��%

協和発酵バイオ（グローバル）

����年
��,���千m�

����年
��,���千m�

用水使用量

-��%

協和キリン（グローバル）

����年
�,���千m�

����年
�,���千m�

用水使用量

-��%



45

ト
ッ
プ

メ
ッ
セ
ー
ジ

環
境
戦
略

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
・
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ

統
合
的
な

リ
ス
ク
と
機
会

資
料
編

活
動
内
容

水
資
源

トをしています。農園マネージャーとの対話の中で、水源地保全活動
が停滞していることが分かりました。当時、スリランカ政府はマイクロ・
ウォーターシェッドの重要性については理解し、それらを保全・管理す
るためのマッピング作業までは実施していました。
そこで、認証取得支援先の紅茶農園と周辺地域の持続性をより高める
ために、2018年からレインフォレスト・アライアンスと共に、スリランカ
政府の外郭団体であるPHDT（Plantation Human Development 
Trust）とEWHCS（Estate Worker Housing Cooperative 
Societies）の協力のもと、農園内の水源地保全活動を開始しました。
前回訪問した際（2024年3月）には、農園内にあるマイクロ・ウォー
ターシェッドへの動物の侵入を防ぎ、他の目的で使用されないように
するため、柵で囲む保全活動が進んでいるのを確認しました。今後は
周囲に、その地域固有の在来種を植林する予定です。これにより、単
一栽培の紅茶農園に植生の多様性を与えるとともに、集中豪雨など
で山の斜面から流出した土砂が水源地に流れ込むことも防ぎます。

キリングループは、バリューチェーン上流の原料農産物生産地におけ
る水問題解決の第一歩として、スリランカの紅茶農園内にある水源地
の保全活動を2018年から開始しました。2023年末で22カ所の保全
を完了しています。水源地の近隣に住む1,750人に対して水源地保
全の必要性を理解するための集合形式での研修を行い、加えて住民
15,000人に水の保全と流域保護に関するパンフレットを配布して意
識向上をはかっています。
スリランカの高地にある紅茶農園では、急峻な斜面に茶の木が植え
られている場所がたくさんあります。地層などの条件が良いところで
は、雨水が地中に浸透して紅茶農園の一角で泉として湧き出ていま
す。このような泉のことをマイクロ・ウォーターシェッドと呼びます。紅
茶農園にあるマイクロ・ウォーターシェッドはスリランカ中心部の高地
にあり、ほとんどの場合は沿岸部の都市に流れる河川の源流になって
いるため、面積はわずかですが貴重な水源地となっています。
キリングループはスリランカ紅茶農園へのレインフォレスト・アライア
ンス認証取得支援の一環で、毎年農園マネージャーとエンゲージメン

�

�

��

��

��

��

���� ����

��カ所

��カ所

�カ所

����

�カ所

���� （年）

��カ所

����

ろ過

山頂

紅茶農園

泉（マイクロ・
ウォーターシェッド）

河川

水源地保全を示す看板（2023年2月に現地を
訪問したキリンビバレッジ社長と訪問メンバー）

柵で囲んだマイクロ・ウォーターシェッド急斜面に植えられている茶の木

マイクロ・ウォーターシェッドの仕組み
スリランカ紅茶農園水源地保全実施数

水教育用のチラシ

水の大切さを学ぶ教育対象住民数

集合形式研修：�,���人
パンフレット配布：��,���人

���%

紅茶農園内の水源地保全活動

キリングループは、対象となる水源地周辺に住む住民に対して、水の大
切さやマイクロ・ウォーターシェッドがどのような機能を持っているか
などを教える教育プログラムを提供しています。
一部の農園では収穫作業従事者の保育所や小学校のプログラムの中
に組み込むなどの工夫もしています。当初目標の15,000人への提供を
達成し、さらに拡大する予定です。

教育プログラムの提供
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水源の森活動 地下水涵養

工場の水源地を守る活動である「水源の森活動」は、1999年に業界
に先駆けてキリンビール横浜工場の水源地である神奈川県丹沢地区
の森から始まり、現在も日本全国11カ所で取り組んでいます。水源地
の森林を管理する自治体や関係先との中長期の協定をベースとして、
植樹、下草刈りや枝打ち、
間伐などを進め、現在では
多くの森が明るく茂る森に
なってきています。一部の
場所では、希望するお客様
にも活動に参加していた
だいています。

「『世界文化遺産』を目指す阿蘇エリア草原再生プロジェクト」では、阿
蘇の草原景観保全に向けた「野焼き再開支援」を実施しています。豊
富な地下水を涵養する阿蘇の広大な草原を守ることは、メルシャン八
代工場の原料として使用する水を守ることにつながります。2023年
は八代工場から3名がこの活動に参加しました。草原の維持は、地下
水を育むと同時に絶滅危惧種を含む多様な動植物の生息場所を守る
ことにつながります。

輪地切り

輪地焼き

キリン水源の森

キリン千歳水源の森
北海道千歳工場

琵琶湖水源の森
滋賀工場

キリン
岡山水源の森

岡山工場

協和キリングループ
山口水源の森
宇部工場、協和医療開発

キリン福岡水源の森
福岡工場

キリン
北蔵王水源の森
仙台工場

キリン神奈川水源の森
横浜工場／湘南工場

キリン富士山麓水源の森
キリンディスティラリー

キリン木曽川水源の森
名古屋工場

協和キリン
高崎水源の森
高崎工場

千苅貯水池の
水源涵養
神戸工場

キリン富士山麓水源の森での水源の森活動

工場で使う水の多くは、設備や配管の洗浄・殺菌工程で使用されます。
洗浄できていることを品質面で確認・保証できる体制・仕組みを整え
るとともに、無駄な水を使わないように流量・流速を厳密に管理してい
ます。その上で、用途に応じた水の再利用を積極的に推進しています。
例えば、配管や設備などの洗浄工程で使った最後の「すすぎ水」は水
の清澄度が比較的高いため、最初に配管を洗う工程で利用すること
が可能です。このように、洗浄で使った水を水質に応じた用途で繰り
返し使うカスケード利用を行っています。回収できる水の量と使用す
る水の量のバランスやタイミングを合わせるなど、確実に洗浄できて
いることを保証するためには設備を使いこなすノウハウが必要です。
キリングループでは、このようなノウハウを共有・蓄積し、高いレベル
の節水を実現しています。

ライオンは水ストレスの非常に大きな醸造所所在地域の水利用を
最小化するために、2009年にオーストラリアのクイーンズランド州
政府と提携して排水を回収利用するための逆浸透（RO）プラントを
Castlemaine Perkins Breweryに設置しました。ライオンは水のリ
サイクルプラントを導入し、醸造に使用する水の半減を目指しています。
逆浸透膜で処理された水は洗浄、冷却、低温殺菌など、製品に関連しな
いプロセスで使用されます。

洗浄工程（左から右へ進む）

ブロー

新水

ブロー

カスケード利用

予洗 NaOH アルカリ
リンス

最終
リンス ビール

カスケード利用

中水回収

次亜塩素酸
ソーダ

製造
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スクリーン 調整槽 嫌気処理設備 好気処理設備 沈殿槽

汚泥脱水機

加圧浮上設備

排 水 スクリーン処理 嫌気処理

バイオガス

加圧浮上 放流

余剰汚泥処理

海洋河川

�次処理 �次処理 �次処理

好気処理

キリングループでは、使い終わった水は法律が求める以上の自主基準
を設定して浄化し、河川や下水道に放流しています。排水基準の厳しい
流域の工場では嫌気処理、好気処理の後、加圧浮上処理を行いリンや
固形分を除去しています。好気処理、加圧浮上処理で排出された余剰
汚泥は肥料や土壌改良材に再利用します。キリングループは水生生物
生態系へ配慮し、きれいな水を海洋や河川、下水道に放流しています。
ビール工場では、製造工程から発生する排水を浄化するために嫌気処
理設備を導入しています。嫌気処理では、従来の好気処理のように通

キリングループの各工場では、行政やNGOと協力して周辺の河川に
おける清掃活動を中心とした環境保全活動を行っています。
キリンビール、キリンビバレッジ、メルシャン、協和キリン、小岩井乳業
などの各工場では、取水河川や近隣河川などを中心に、地域の環境美
化および環境保全活動を行っています。協和発酵バイオ山口事業所
では、従業員が薬液やブドウ糖液などを荷揚げする港湾施設である
百間沖の清掃活動をしています。

嫌気処理設備 処理水 製造工程に送気

バイオガス
エンジン

蒸気
ボイラー

バイオガスの燃焼により排出
された熱を利用して蒸気をつ
くり、製造工程で利用します。

バイオガスを燃料として、ガスエンジンで
発電し、工場の電力に活用します。

製造
工程

バイオガス

原排水 蒸気

電力

排熱
ボイラー

百間沖の清掃活動

排水とバイオガス活用 流域・海岸清掃活動

気のための電力が不要となるだけではなく、嫌気性微生物による処理
の過程で副生成物としてメタンを主成分とするバイオガスが発生する
ため、これをバイオガスボイラーや、コージェネレーションシステムな
どに活用できます。バイオガスはモルトなど光合成によって大気中の
CO₂を吸収して育った植物性原料由来であり、燃焼などによりCO₂が
発生しても、大気中のCO₂の量は変わらないとされ、再生可能エネル
ギーに位置付付けられています。
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水資源のグラフ
グループ全体の用水使用量と原単位（用水使用量／売上収益）

協和キリン（グローバル）の用水使用量と原単位
（用水使用量／売上収益）

キリンビールの用水使用量と原単位（用水使用量／生産量）

協和発酵バイオ（グローバル）の用水使用量と原単位
（用水使用量／売上収益）

ライオン（オセアニア地域）の用水使用量と原単位
（用水使用量／生産量）

グループ全体の水の循環的利用量と循環的利用率
（循環的利用量／（用水使用量＋循環的利用量））

水資源の取り組みは、下記のウェブサイトで随時更新しています。
https://www.kirinholdings.com/jp/impact/env/3_2/

https://www.kirinholdings.com/jp/impact/env/3_2/



